
NSDAP/AOの柱 
  

最優先事項! 
  

   主な目的は、白人種の生存と、個々の白人の「民度」または「国籍」で

す!!! 

   それ以外のことは二の次だ!思想的、戦術的、民族的な意見の違いは、

主目的を妨害することは許されませ

ん。 

  

NSDAP/AOの役割 
  

   NS運動の最小の細胞は、個々の国

家社会主義者である。世界のどこに

でも、一人の国家社会主義者が存在

する限り、戦いは続くのです。 

   注："Still lives "だけでは不十

分!"Still fights" は必須です! 

   本物の国家社会主義者は皆、何ら

かの形で運動を促進するために何か

をするのだ!単に「信じる」あるい

は「勉強する」だけでは、行動とは

言えない!このことを知り、それに
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従って行動しない者は、全く国家社会主義者ではありません。(たとえ、

ヘブライ語で『我が闘争』を後ろから前まで暗記して引用することができ

たとしてもだ！）。 

   二人の国家社会主義者は、たとえ互いに全く独立して活動し、互いの存

在を知らなくても、ただ一人よりも二倍強い。 

...しかし、一緒にやれば、2倍どころか4倍の強さになる。 

   10人の国家社会主義者、あるいはNS組織（！）が、たとえ互いにまった

く独立して活動し、互いの存在をほとんど知らなくても、たった一人の10

倍の力を持つのです......。 

しかし、それらが最適に連携すれば、10倍どころではなく、100倍の強さ

になります。 

   ここに、NSDAP/AOの意義がある。NSDAP/AOは、個々の国家社会主義

者にも個々のNS組織にも取って代わるものではありません。- それは、そ

れらを補うものである。NSDAP/AOは、国際レベルにおけるその重要な役

割のおかげで、それらの有効性を増大させるのである。 
  

グローバルな国家社会主義家族 
  

   国家社会主義運動は、グローバルな家族である。このファミリーは、多

くの組織と個人から構成されています。一つの組織や個人は、そのファミ

リーのほんの一部分以上のものではありません。 

   かつて、組織の主要なリーダーでさえ、この基本的な真実を受け入れよ

うとしなかった時期があった。彼らは、自分たちの組織がNSの宇宙の中

心であり、NS運動の心、精神、魂であり、アドルフ・ヒトラーの遺産を

受け継ぐ唯一無二の存在であると考えたのである。 

   中には、メンバーが他の組織に参加することを禁止するものもあった。

排他的な忠誠心を要求するだけでなく、「競争相手」を「党の敵」と烙印

を押すものもいた。 

   注：名前を出すつもりはありません。これは、古い傷の修復のためでは

ありません。私が若かった頃、この運動に大きなダメージを与えた古い内

戦から残された、腐った体の一部や不発弾の地雷に、新しい人々がつまず

く場合に備えて、単に準備したいだけなのです。願わくば、彼らが私たち



の過ちから学んでくれることを願っています。繰り返さないように! 

   私は自分の立場をこう捉えています。 

   NSDAP/AOは、私に仕えるために存在するのではない。私はNSDAP/AOに

奉仕するために存在する...NS運動はNSDAP/AOに奉仕するために存在する

のではない。NSDAP/AOは、NS運動に奉仕するために存在するのである...

白色人種は、NS運動に奉仕するために存在するのではない。NS運動は白

色人種のために存在する。 
   もし、このアプローチに賛同していただけるなら、私たちをチェックし

てください。そうでない場合は、別の組織をご覧ください。  

  

NS運動のバックボーン。  

私たちの仲間たち 
  

   NSの指導者もNSの組織も、国家社会主義運動のバックボーンではあり

ません。幹部こそが運動のバックボーンなのです。 

   幹部は長年の激しい政治闘争の中で鍛えられてきた。彼らは傷跡を負

い、経験を積んでいる。彼らのノウハウと協力は、この闘いにおいて絶対

に欠かせないものです  

   幹部と「組織のリーダー」の関係は、ベテランの軍曹と士官学校出たて

の青臭い若手中尉の関係に似ていることがあります。  

   運動の「先輩」として、「指揮する立場」の後輩たちにアドバイスする

とすれば、こうだ。軍曹の言うことを聞きなさい! 

  

私のロールモデル 
  

   私のロールモデルは、教育者であり、同僚であり、同志です。 

   彼らは、部分的には、第一次世界大戦、（第一）闘争期、第二次世界大

戦、そして1945年以降の（第二）闘争期に参加した者たちであった！した

がって、部分的には帝国ドイツ人や移民たちであった。したがって、一部

は帝国ドイツ人や移民であった......しかし、彼らはまた、一部はドイツ・

アメリカン・バンドの古い仲間の闘士たちであった。 

   われわれ戦後世代の国家社会主義者は、それに匹敵するようなものを経

験したことも、耐えたこともないのだ!我々は、彼らの前で尊敬の念を



もって頭を下げなければならない! 

   唯一不満があるとすれば、総統閣下と第三帝国を体験できなかったこと

です 

   戦後の組織や組織のリーダーがいなくなることは、私たちにとってはと

ても辛く、落胆することかもしれませんが、THEIRの苦しみ、犠牲、不動

の道に比べれば、それは些細なことです  

   私たちは、彼らに、そして何百万人もの落下者にふさわしい存在である

ことを証明しなければなりません。そのための方法はただ一つ。最後の一

滴まで戦うことだ 
  

オールドガード 
  

   今日の「守旧派」は、私の戦後世代のNSリーダーを中心に構成されてい

る。彼らの特徴は、何十年にもわたる活動、そして（ドイツでは）ほとん

どの場合、数年にわたる政治的監禁である。 

   それでも、私たちは、自分たちの師である戦友たちの、せいぜいかすか

なコピーであると考えています。  

   私たちが教育者でなければならない若い同志たちが、不幸にも、このよ

うな惨めな役割モデルに--私たちの教育者や役割様式に比べれば--、すな

わち私たちと一緒に我慢しなければならないという事実は、ほとんど恥ず

べきことであると思います。   

   抗議はしない!義務を果たすための最低条件は、死ぬまで戦うことだ!ま

だ生きている者は、この最低条件に達していないのであり、自分を過度に

美化する権利はないのだ!(これからのNSファイターの世代にとっては、こ

れは単なるきれいごとではなく、むしろ自明のことであるように思えるは

ずだ！) 

   我々の後継者は、間違いなく我々よりも優れた国家社会主義者にならな

ければならない!- さもなければ、運動はその歴史的使命の遂行に必要な高

価値の人的材料を所有することはできないだろう ! 

   後継者は、より高度な人格形成を引き継がなければならない。  

   正当な評価と承認は良いことです。そう、運動の歴史や若者の教育にも

役立つ。しかし、それが過剰である場合は、そうではない。 

   私たちのあまりにも人間的な欠点は、秘密にしておくわけにはいかない



のです第一に、歴史的真実のために...第二に、成功した実践のために...そ

して第三に、青少年の教育のために。 

   正直に、忠実に、勇敢に、粘り強く戦う者は、自分の名誉や「死後の名

声」を心配する必要はない。  

   彼の永遠の命は、彼の子供たちの血の中に、彼の遺産は、来るべき世代

のNSの同志たちの精神の中に具現化されているのです 
  

ゲルハルト・ラウク 

  

  

  

  
  

 

 

 

 

 

 

 

 



フレッドのオデッセイ  
  

第1部 

  

ビッグハウスかナットハウスか？  
  

私はナッツハウスを選びました（生活環境が良く、魅力的な看護婦さんが

いるかも！）。  

  

バスで数時間。トウモロコシ畑をたくさん見た。特に変わったことはな

い。   

  

最後に、私たちは人里離れた未舗装の駐車場に車を停めました。古い鉄道

の線路のようなものの横で。レールがないことを除いては。  

  

ガイドさんの指示で、バスを降りて

ついていくことに。徒歩で。  

  

土の道...底に小川がある急な渓谷に

かかるコンクリートの橋...たくさん

の使用済み弾丸。(もう数百ヤード

行くと、野生の大麻の大群の中にい

た...その先には、急な-しかしそれほ

ど高くない-崖に沿った非常に狭い

歩道があった。  

  

ようやく目的地に到着した。石灰岩

の崖に手作業で彫られた（！）2部

屋の霊廟です。  

  

第1室では目隠しをされ、第2室に案

内された。  

 



  

それからすべてが暗くなった。どれくらいの間、意識がなかったのかわか

らない。   

  

目を覚ますと、そこは広大な地下街のようなところだった。   

  

ほとんどの職員が制服を着ていた。中には白いものもありました。医療関

係者のように。その他は、黒色でした。警備員のように。  

  

ほとんどの人がドイツ語を話していました。あるいはドイツ語訛りの英語

です。  

  

この頃になると、私は緊張してきました。私は自問自答した。私は不吉な

人体実験に参加しようとしているのだろうか？  

  

生物兵器に関係するものかな？あるいは心理戦？  

  

すると、SHEが部屋に入ってきた。  

  

VALKYRIE！？  
  

一目惚れしたんです。  

  

人間の実験台かどうか。生存者であろうとなかろうと。HELGA（別名

「Wölfin」/「女オオカミ」）が目の届くところにいる限り、私は幸せな死

を迎えるだろう  

   

   
 



 


